
マイコプラズマ肺炎について知ろう

マイコプラズマ肺炎ってどんな病気？

若年者（5～25歳）に多く、頑固な乾いた咳を伴う感染症

マイコプラズマ肺炎は細菌とウイルスの中間の性質をもつマイコプラ
ズマによる呼吸器の感染症です。マイコプラズマ自己増殖する生物の中
で最も小さく、他の細菌と違って、細胞壁をもちません。
また、小児や若者の間で多く感染することも特徴の一つです。基本的

に秋から冬に流行します。

感染経路 ～接触・飛沫～

マイコプラズマの飛沫感染から2～3週間後、発熱や頭痛、全身倦怠感
（だるさ）などが現れ、激しく頑固な乾いた咳が現れます。マイコプラ
ズマ肺炎に感染した人は、多くの場合は気管支炎で済み軽い症状が続き
ますが、合併症（5～10%未満の方で、中耳炎、胸膜炎、心筋炎、髄膜
炎）を伴うことがあり、まれに重症化することがあります。

潜伏期
2～3週間

感染した人のせきのしぶき（飛沫）を吸い込んだり（飛沫感染）、感
染者と接触したりすること（接触感染）により感染すると言われていま
す。濃厚な接触が必要とされており、地域での感染拡大の速度は遅いで
す。集団の拡大は、通常閉鎖集団で多いとされており、学校の短時間で
の接触の場合は、感染の可能性は低いです。友人間の濃厚な接触による
ものが重要とされています。家庭のほか、学校などの施設内でも感染の
伝播がみられます。感染してから発症するまでの潜伏期間は長く、2～3
週間くらいとされています。

特徴
高齢者に少なく、集団流行しやすい。

寒暖差が激しい季節になりました。ちょうど秋から冬にかけて流行する感染症は
沢山ありますが、その中でも最近流行している「マイコプラズマ肺炎」について
詳しくご紹介します。予防と対策を心がけて、この冬を過ごしましょう。
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治療法

マイコプラズマ感染症は、マクロライド系などの抗菌薬で治療され
ます。軽症で済む人が多いですが、重症化した場合には、入院して治
療が行われます。せきが長引くなどの症状がある時は、医療機関で診
察を受けるようにしましょう。また、マクロライド系抗菌薬が効かな
い「耐性菌」に感染した場合は他の抗菌薬で治療します。

予防～手洗い・マスク・タオルの共有は避けましょう～

濃厚な接触が原因で感染するため、飛沫や接触感染から守るため、
流水を使った手洗い・マスクを心がけましょう。また、感染した場合
は家庭内におけるタオルの共有は避けましょう。咳の症状がある場合
には、咳エチケットを守り対策しましょう。

鮭のムニエル レモンソース

＜材料＞ 2人分
•生鮭 2切れ
•エリンギ 1本
•サラダ油 大さじ1
•塩・こしょう 少々
•生しいたけ 2個
•小麦粉 少々
•ピーマン 1個
•レモン汁 大さじ3
•バター 30g

＜作り方＞
1.鮭に塩・こしょうをして５分くらいおき、水気をふきとり小
麦粉をまぶす。エリンギとしいたけは食べやすく切る。ピー
マンは縦半分に切り、種とワタを取り除き、ひと口大に切る。
2.フライパンにサラダ油を熱し、鮭を入れて両面に焼き色がつ
くように色よく焼いて器に盛る。フライパンの空いているとこ
ろにきのことピーマンも入れ、一緒に焼いて器に盛る。
3.2．のフライパンにバターを入れて弱火で熱し、うすいキツネ
色になったらレモン汁を加える。ひと煮立ちさせて鮭にかける。

感染予防 免疫力
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